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　設立したばかりの当クラブは、知名度や経済基盤もなく、魅力あるイベントを開催するためには多くのサポ
ートを必要とします。クラブ側は協賛イベントの際に、企業や団体から賞品の提供や会場設営などの協力を得
ますが、クラブが一方的に援助を受ける関係ではなく、必ずお互いにとって利益となる提案を積極的に行って
います。
　代表的な例として、スポーツ用品専門店の協力を受けた大会では、賞品の提供などを受ける代わりに、会場
内に企業の横断幕を掲示、また、同店の割引チケットの配布などを行いました。そのほかにも、毎回人気の
イベントであるサッカー大会には、地元の旅館組合と協力した「玄海町旅館組合杯」や、JAからつと協力した

「佐賀牛カップ」などの例があります。さらに、大手スポーツメーカーや飲料メーカーの協力のもと実現した
「WASSE in 玄海」では、世界的に活躍するプロフリースタイルフットボーラーのWasseをゲストに招き大盛況
の大会となりました。
　協賛イベントは大企業との開催から、地元のスーパーと協力したものまで、さまざまな種類の助成や協力を
得て実行しています。もちろん、すべての協力依頼が受理されるわけではありませんが、積極的に提案を続け、
小さな実績を積み重ねることで事業規模が徐々に広がり、年々、より多くの参加者とより大きな協力が得られ
るようになってきています。

2 クラブと企業、お互いの利益を考える

1 クラブ概要

特集
協賛金・寄付金を上手に集めているクラブ
協賛イベントで住民だけでなく地域経済も元気に  

～肥前いろはクラブ～

　クラブの活動拠点である佐賀県唐津市肥前町は、地域の過疎化が進み、地域経済もそれにともない活力が低
下していました。そういった現状を改善すべく注目したのが、当時、人口の減少とともに衰退していた地域ス
ポーツの再活性化でした。地域スポーツを盛り上げ、地域住民のコミュニケーション、世代間交流の場を確保・
提供することが、地域社会の活性化に繋がり、また、スポーツイベントを通じて、多くの参加者を呼び寄せる
ことで地域経済の活性化にも大きな効果があると考えました。
　まずは、クラブの発起人である寺田香一氏が設立準備の指揮をとり、その熱意と行動力に賛同した地元住民
が集い、平成24年6月「肥前総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会」が発足しました。その後、サッカーや
バドミントン、ミニバレーなどのスポーツ教室や絵手紙教室などの文化活動を展開しながら、徐々に活動の範
囲を広げ、平成26年3月に「肥前いろはクラブ」が設立されました。

　スポーツイベントの開催による地域スポーツの振興は、地域経済の活性化にも大きく役立っています。前出の
地元の旅館組合と協力して行った2日間のサッカー大会では、参加者に地元の宿泊施設に滞在していただき、地域
の食事や名所を楽しんでいただくとともに、会場では地元の特産品ブースを設けて販売するなど、クラブと地元

3 スポーツイベントを通じて特産品をアピール

クラブ設立は今年3月と、まだ日が浅いながらも設立前から企業や地域団体と協力し、
さまざまなスポーツイベントの開催を成功させている「肥前いろはクラブ」。イベント
開催に向け、企業にどのようなアプローチをして協力を得ているのか、また、企業や団
体との協賛イベントをどのようにして成功へと導くのか、そのヒントをご紹介します。

★ クラブと企業、お互いの利益を考える

★ スポーツイベントを通じて特産品をアピール
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「佐賀牛カップ」（JAからつ・うまかもん市場協力）や、企業からの協力を得て開催したサッカー教室、走り方教室の様子

　現在は、定期教室などのクラブ運営を助成金や大会収入で補っている状況です。スポーツ用具や施設の拡充、
指導員の技能向上を図り、会員数や教室参加者の増加により、クラブ単体での自主財源を確保することが必要
です。しかし、この問題は、一番の目的である「スポーツ活動を通して地元を活性化させる」という理念を、実
績を積み重ねながら、地域住民に理解してもらうことで必ずクリアできると考えています。また、今年度は、
NPO法人格を取得するとともに、健康づくりやスポーツ施設の管理といった事業を受託するなど安定した財政
基盤を目指しています。
　今後も、コミュニケーション、雇用、健康増進といったさまざまな機会を提供することで、地元住民がクラブ
に寄り添い、そして地元を愛してくれるようになるよう精力的に活動していきます。

（佐賀県 クラブアドバイザー川原田 賢二郎）

4 今後の展望

組織が一体となってイベントを盛り上げました。
　そのほか、JAグループ佐賀肥育牛部（佐賀牛消費宣伝事業委員会）の協賛を得た大会なども主催し、地元特産品
を広く知っていただく場としても活躍しました。

設　立：平成26年3月26日
地　域：佐賀県唐津市肥前町
運　営：会員数127名（平成26年6月末時点）
予算規模：594万円（平成26年度）
連絡先：〒847-1511 佐賀県唐津市肥前町新木場乙131-1
TEL・FAX：0955-54-2650
E-mail：qqzm3m8d@fork.ocn.ne.ne.jp
H     P：seifu-inoue.wix.com/hizen

クラブプロフィール


